
れ
る
け
れ
ど
も
、
本
校
は
戦
時
中
満
二
十
歳
ま
で
に
一
定
の
学
業
を
修
得
せ

し
め
る
と
ゆ
う
主
旨
の
下
に
中
等
学
校
三
年
修
了
者
を
も
入
学
資
格
あ
り
と

し
て
容
れ
た
の
で
、
現
在
そ
の
年
齢
は
勿
論
学
力
等
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
ま
4

横
す
べ
り
さ
せ
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
ル
ー
ズ
す
ぎ
る
。
旧
制

の
ま
4

押
出
す
の
が
い
い
。
従
っ
て
来
年
度
に
は
旧
制
の
二
、
三
、
四
年
生

と
新
制
の
一
年
生
と
が
在
学
す
る
こ
と
に
な
り
二
十
七
年
度
に
な
っ
て
す
っ

か
り
新
制
に
よ
る
生
徒
に
入
れ
代
る
わ
け
で
あ
る
。
旧
制
に
よ
る
卒
業
者
が

新
制
に
よ
る
卒
業
者
に
典
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
資
格
と
同
等
の
資
格
を
得
る

〔課〕

た
め
に
何
等
か
の
補
修
過
程
を
も
う
け
る
と
か
、
研
究
科
を
お
く
と
か
と
ゆ

う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
ま
で
決
定
的
で
は
な
い
。

以
上
で
大
体
本
年
予
科
を
取
ら
な
い
こ
と
に
関
し
、
併
せ
て
今
後
の
学
校

の
在
り
方
の
方
向
を
の
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
私
の
個
人
的
な
希
望
を
の

べ
さ
せ
て
も
ら
う
。

勉
強
を
し
た
く
て
も
生
徒
個
人
の
生
活
状
態
か
ら
困
る
も
の
が
あ
り
、
学

校
の
方
で
も
不
備
で
あ
っ
た
り
数
職
員
の
個
人
的
事
情
で
充
分
な
授
業
に
差
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⑧
 

村

田

良

策

支
え
が
で
き
て
い
る
点
は
各
学
校
と
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、

一
日
も
早
く
十

全
な
数
育
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。
た
し
か
に
青
年
の
好
学
の

氣
風
は
輿
り
つ

4

あ
る
。
し
か
し
そ
の
風
が
全
部
の
生
徒
に
あ
る
と
は
認
め

に
く
い
。
し
か
し
学
校
は

―
つ
の
集
圏
社
会
で
あ
る
か
ら
各
個
人
が

一
致
せ

ね
ば
大
き
な
校
風
振
興
と
は
な
ら
ぬ
。
こ
4

は
特
に
俺
は
俺
で
や
れ
ば
い
4

と
い
う
風
が
強
い
為
、
又
各
科
各
学
年
が
ほ
ゞ
独
立
の
よ
う
な
組
織
も
氣
分

も
残
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
と
に
ま
と
ま
り
が
な
い
。

し
か
し
と
も
か
く
最
高
の
美
術
学
校
と
し
て
発
足
す
る
体
制
を
整
え
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
が
、
従
来
の
よ
う
に
中
等
学
校
在
学
中
か
ら
絵
が
好
き
だ
、

上
手
だ
か
ら
と
い
う
考
え
で
、

一
般
の
学
問
勉
強
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と

か
、
入
学
時
の
実
技
試
験
に
合
格
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
で
は
今
後
の
美

校
へ
の
入
学
は
覚
束
な
い
と
お
も
う
。
実
技
数
官
の
多
く
の
意
見
も
同
様
で

あ
っ
て
、
す
な
お
な
健
全
な
知
能
と
技
術
を
も
つ
も
の
で

一
生
の
仕
事
と
し

て
藝
術
作
家
と
し
て
困
難
に
堪
え
て
ゆ
け
る
素
質
と
情
熱
あ
る
も
の
が
欲
し

い
わ
け
で
あ
る
。
予
科
を
持
た
ず

一
般
新
制
高
校
修
了
者
を
入
学
資
格
と
し

よ
う
と
す
る
の
も
―
つ
は
こ
の
数
官
逹
の
意
向
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
将
来
の
入
学
志
望
者
諸
君
に
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
も
ら
い
た

い
と
お
も
う
。

東
京
美
術
学
校
赦
務
主
任

校
内
雑
居
、
寄
宿
舎

（『
美
術
手
帖
』
第
四
号
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
）

戦
前
の
本
校
に
は
学
生
寮
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
を
設
け
る
契
機
と
な

っ
た
の

は
、
終
戦
直
後
に
倶
楽
部
そ
の
他
の
建
物
に
家
を
失
っ
た
職
員
や
生
徒
が
雑
居
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右
文
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
調
査
表
（
草
稿
）
に
よ
れ
ば
、
仮
寄
宿
舎
の
現

し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
学
校
当
局
は
止
む
な
く
倶
楽
部
そ
の
他
を

生
徒
の
仮
寄
宿
舎
と
し
て
居
住
を
暫
く
黙
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
昭
和
二
十
三

年
七
月
二
十
九
日
、
学
校
当
局
は
文
部
省
体
育
局
長
よ
り
の
寄
宿
舎
現
況
調
査

要
請
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
答
申
し
て
い
る
。

生
徒
寄
宿
舎
に
つ
い
て
説
明
〔
答
申
案
〕

〔復
〕

終
戦
后
授
業
平
常
に
複
し
た
る
も
戦
災
の
為
め
家
を
失
ひ
た
る
者
及
下
宿
焼

失
上
京
困
難
な
る
者
等
百
五
十
名
以
上
あ
り
従
来
本
校
に
は
寄
宿
舎
の
設

備
無
く
此
儘
放
任
す
る
に
於
て
は
授
業
を
受
く
る
事
困
難
に
し
て
由
々
敷
問

〔
マ
マ

〕

題
を
生
じ
べ
き
に
付
き
取
敢
へ
ず
約
百
名
を
倶
楽
部
（
職
員
生
徒
集
合
所
）

陳
列
館
別
館
（
三
十
坪
）
元
柔
剣
道
場
（
六
十
二
坪
）
元
弓
道
場
（
十
六
坪
）

並
に
倉
庫
を
開
放
収
容
せ
る
も
間
仕
切
に
要
す
る
経
費
な
く
生
徒
自
身
に
て

〔
寒
〕

間
敷
切
を
な
し
雑
然
と
居
住
し
居
り
た
る
も
防
災
上
及
衛
生
上
甚
だ
感
心
に

堪
へ
ず
昨
年
度
に
於
て
間
仕
切
に
要
す
る
経
費
工
事
費
五
万
五
千
闘
の
配

〔
マ
マ
〕

当
を
受
け
前
記
倶
楽
部
を
仮
間
仕
切
を
な
し
十
八
室
三
十
八
名
を
収
容
し
居

住
な
し
得
た
る
も
他
の
家
屋
は
経
費
な
く
生
徒
自
身
間
仕
切
り
し
て
居
住
し

〔
状
〕

居
る
現
場
に
て
右
は
何
れ
も
寄
宿
舎
と
し
て
の
態
形
を
な
し
居
ら
ず
従
っ

て
寄
宿
舎
費
の
徴
収
も
せ
ず
御
報
告
す
る
に
は
余
り
に
も
不
備
の
も
の
な
る

た
め
過
日
電
話
に
て
貴
掛
員
に
打
合
せ
た
る
慮
一
應
報
告
し
置
く
様
と
の
こ

と
に
て
該
当
欄
に
記
入
せ
り
尚
叙
上
の
事
由
に
依
り
寄
宿
舎
の
必
要
に
迫

ら
れ
本
年
度
に
於
て
建
設
せ
ら
る
A

様
貴
施
設
局
へ
申
請
中
で
す
か
ら
申
添

ヘ
ま
す

文
部
教
官
菅

”

日
”

松

II

内

種

別

藤田下原

春権喜安

治六郎男

外外外外

氏

[
 

六
人
門
衛
所
付
属
家

四

人

園

丁

控

室

四
人
倶
楽
部

-

l

一人

II

名

況
は
凡
そ
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
三
十

一
日
現
在

寄
宿
舎
主
管
課
部

在
籍
生
徒
総
数

宿
舎
居
住
生
徒
総
数

施

設

生
徒
課
課
長
生
徒
課
長
文
部
教
官

六
六
五
名
（
巧
応
年
）

九
五
名
（
男
の
み
）

二

室

九

坪

二
室
一

0
坪

三
室
ニ
―
一
坪

二
室
―
二
坪

坪

数

一
人
当
た
り
面
積

一
坪
半
＼
三
坪

設

備

総

面

積

一
六
二
坪

寄
宿
舎
費
徴
収
せ
ず

給
食
施
設
「
本
校
の
食
堂
は
寄
宿
者
生
徒
用
と
し
て
の
経
営
に
非
ず

一
般

生
徒
の
集
会
所
に
喫
茶
程
度
の
も
の
を
賄
ふ
を
主
と
す
る
も
生
徒
居
室
に

於
て
炊
事
せ
ら
る
4

は
危
険
な
る
に
依
り
配
給
物
資
を
食
堂
に
委
託
加
工

に
依
り
食
事
を
と
り
居
る
に
付
き
寄
宿
舎
食
堂
と
趣
き
を
異
に
す
る
も

一

応
照
会
欄
に
記
入
す
」

食
堂
ニ
カ
所
、
総
面
積
七
六
坪
、
利
用
生
徒
数

―
二

0

(”
る
00
)、
炊
夫

ま
た
は
炊
婦
四
名
、
食
費
（
江
鯰
罪
冤

a靡
百
国
国
ュ
｀
砂
叶
工
暉
十
銭
）

翌
一
十
四
年
、
学
校
当
局
は
校
内
居
住
者
（
教
官
、
生
徒
）
に
つ
い
て
「
個

人
使
用
中
の
学
校
施
設
調
査
綜
合
月
報
」
を
作
成
し
て
い
る
。
次
の
表
は
そ
れ

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
も
校
内
は
避
難
所
の
よ
う
な
有
様
で

あ
っ
た
こ
と
、
特
に
倶
楽
部
は
内
部
を
小
さ
く
区
切
っ
て
大
勢
が
起
居
す
る
と

い
う
不
衛
生
で
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

西
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こ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、
学
校
当
局
は
赤
羽
の
八
島
玉
仙
寄
贈
地
所

(
8
6
2
頁
参
照
）
に
寄
宿
舎
を
作
る
こ
と
を
計
画
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
初
め

て
本
校
の
寄
宿
舎
（
男
子
寮
）
が
で
き
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
石
川
信
夫
と

石
田
正
幸
が
舎
監
に
任
命
さ
れ
、
校
内
居
住
生
徒
た
ち
と
共
に
入
居
し
た
。
生

徒
用
の
部
屋
は
十
二
室
あ
り
、

一
室
に
二
、
三
名
ず
つ
入
居
し
、
寄
宿
料
は

一

作臨生作 生

II業II旦業 II II II II II II II II 

員 員徒員 徒
”
 

臨
時
職
員
”
 

雇
”
 
”
 

作

業

員
II ”” 

原倉川子野立賀藤

塩朝石兼飯足有伊堀中鶴阿大森桑安海片斎長後鈴前西西
老谷

野田井竹田原 川 原山藤 川 藤木田本田

寿栄信秀啓嘉 得重 昭正みよは和徳米
々四 つ三太
子郎夫野三男温時郎将夫典ねねの郎郎蔵仁吉彦一次順秋

栄年信泰 正

外

一
人

外外外外外外外外
一 三

ー五 0ーニニ 八九
人人人人人人人人

外外外外外外外外外外

一三二〇一三六三三三
人人人人人人人人人人

標
本
室

陳
列
館
別
館

II 

職
員
食
堂

物

置

＇．

II II 

倶
楽
部

物

置II II II 

陳
列
館
別
館

倶
楽
部

職
員
食
堂

雑
屋
建
物

II 

物

置
雑
屋
建
物

梅
林
食
堂
内
物
置

物

置”
 

職
員
食
堂

小
使
室

小
使
室

一
室
八
坪

一室

九
坪

一
室
八
坪

一
室
―
―
坪

二
室
五
・五
坪

一
室
六
坪

一室
四
・五
坪

二
室
二
五
坪

一
室
四
・五
坪

一室

八
坪

一
室
三
坪

一
室
三
坪

一
室
四
坪

一
八
室
六

0
坪

一
室
三

0
坪

一
室
―
二
坪

II 

一
室
六
坪

一室一―

-0坪

一
室
一
〇
坪

一
室
三
坪

一
室
―
―
一
坪

一
室
五
坪

一
室
八
坪

一
室
三
坪

2
6
名
士
古
聖
を
弔
す

2
7
飼
は
れ
た
る
猿
と
兎

28

雪

松

2

9

油

断

尾
竹
山
元
菊
池
竹
内

契
月
筆

栖
鳳
筆

春
挙
筆

国
観
筆

25 

雨

奔

竹
内

24 23 22 

辻木

説
間

の

法秋

野
田

し

ぐ

れ

木
島
下
村

桜
谷
筆

観
山
筆

九
浦
箪

栖
鳳
筆

日

本

画

カ
月
五
十
円
（
昭
和
二
十
四
年
度
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
倶
楽
部
内
に
は
翌

二
十
五
年
三
月
末
に
二
十

一
名
、
同
年
十
月
に
十
五
名
が
な
お
居
住
し
て
い

）̂。f
 ⑨

文
部
省
委
託
保
管
美
術
品

本
校
は
文
展
、
帝
展
、
新
文
展
に
お
け
る
政
府
買
い
上
げ
作
品
そ
の
他
を
文

部
省
の
委
託
に
よ
っ
て
保
管
し
て
い
た
。
現
在
の
図
書
館
玄
関
前
に
総
二
階
の

狭
い
土
蔵
が
あ
り
、
そ
こ
が
収
蔵
場
所
で
、
会
計
係
が
管
理
し
、
定
期
的
に
文

部
省
か
ら
検
査
に
来
た
。
こ
の
慣
わ
し
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
正
式
な
記

録
が
無
い
の
で
不
明
だ
が
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
の
保
管
委
託
更
新
文
書
が
現

存
し
て
お
り
、

ぉ‘

な

左
記
の
五
十
四
点
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
は
後
に
文
部
省
が
引
き
取
り
、
国
立
近
代
美
術
館
へ
管
理
替
え
さ

れ
た
。
ま
た
、
現
存
書
類
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
外
に
和
田
英
作
筆
「
お
う

な
」
、
中
沢
弘
光
筆
「
思
ひ
出
」
が
委
託
保
管
さ
れ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

委
託
保
管
作
品
（
四
豆
攻
狂
繍
直
廷
濯
号
）
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